
七
世
紀
の
新
羅
仏
教
は
、
三
国
統
一
と
い
う
戦
乱
の
渦
中
に
国

家
的
に
必
要
な
護
国
仏
教
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
戦
乱
中
に
お
け

る
国
民
の
護
国
精
神
を
鼓
舞
激
励
す
る
役
割
を
仏
教
界
が
担
っ
た

の
で
あ
る
。
護
国
経
典
と
い
わ
れ
る
『
金
光
明
経
」
に
対
す
る
註

①

疏
類
の
中
に
新
羅
の
学
僧
の
註
疏
が
多
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
当

時
の
新
羅
仏
教
界
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
新
羅
の
浄
土
教
学
も

七
世
紀
の
戦
乱
中
の
護
国
的
必
要
な
仏
教
学
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

三
国
統
一
の
以
前
に
は
「
彌
勒
上
下
生
経
」
類
の
往
生
浄
土
の
思

想
が
活
発
に
研
究
さ
れ
た
が
、
統
一
以
後
は
弥
陀
往
生
浄
土
の
思

想
が
研
究
さ
れ
た
。
そ
れ
は
新
羅
の
浄
土
教
学
の
特
色
で
あ
り
、

新
羅
の
護
国
仏
教
思
想
の
特
色
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
羅
仏
教

の
特
性
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
、
元
暁
の
実
践
仏
教
で
あ

る
。
元
暁
の
仏
教
思
想
は
一
乗
如
来
蔵
思
想
で
あ
る
が
彼
の
実

序
論

元
暁
法
師
の
鍔
観
法
の
研
究

践
仏
教
は
「
鐸
観
法
」
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
的
に
は
、
日
本
の
踊
り
念
仏
の
聖
で
あ
る
空
也
と
一
遍
に

元
暁
の
無
碍
歌
舞
念
仏
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
仏
教
学
的
依
擦
が
暖
昧
で
あ
る
。
「
鋒
観
法
」
と
は
新

羅
の
往
生
浄
土
の
説
話
で
あ
る
『
広
徳
厳
莊
』
の
中
で
新
羅
の
元

②

暁
法
師
が
厳
莊
へ
教
え
た
観
法
で
あ
る
。
今
ま
で
そ
の
鍔
観
法
に

、

関
し
て
は
、
「
観
無
量
寿
経
」
の
十
六
観
法
を
意
味
す
る
浄
観

○
Ｏ

、

法
．
或
い
は
元
暁
の
「
二
巻
無
量
寿
経
宗
要
』
を
意
味
す
る
双
観

法
で
あ
る
と
い
う
解
釈
な
ど
が
あ
る
が
、
元
暁
の
実
践
仏
教
と
し

て
の
鐸
観
法
が
教
学
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
は
ま
だ

明
確
で
は
な
い
。
鍔
観
法
を
そ
の
よ
う
に
誤
字
や
音
訳
に
よ
っ
て

解
釈
す
る
よ
り
も
「
三
国
遺
事
』
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
解
読
し
、

元
暁
の
独
特
な
実
践
仏
教
と
し
て
彼
の
全
仏
教
思
想
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
教
学
に
依
擦
し
た
実
践
思
想
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
根

本
的
な
研
究
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
即
ち
、
な
ぜ
元
暁
は
鐸
観

徐

榮
愛
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法
と
呼
ん
だ
の
か
、
な
ぜ
自
ら
無
碍
歌
舞
念
仏
行
を
お
こ
な
っ
た

の
か
を
彼
の
仏
教
思
想
の
流
れ
に
探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
本
論
文
は
そ
の
こ
と
を
元
暁
の
仏
教
学
か
ら
探
し
て

解
明
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
『
三
国
遺
事
」
の
広
徳
厳

荘
の
説
話
が
今
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
元
暁
の

無
碍
歌
舞
念
仏
行
が
歴
史
的
事
実
と
し
て
正
し
く
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

元
暁
の
仏
教
思
想
の
特
色
は
、
彼
以
前
の
教
判
研
究
者
達
の
宗

派
的
教
相
判
釈
を
克
服
す
る
和
諦
思
想
に
あ
る
。
彼
の
和
靜
思
想

は
多
様
な
教
相
判
釈
を
仏
の
一
心
如
来
蔵
思
想
へ
会
通
さ
せ
る
思

想
で
あ
る
。
元
暁
は
仏
の
全
て
の
教
え
を
一
乗
如
来
蔵
教
で
あ
る

と
言
い
、
全
て
の
言
教
を
一
乗
へ
帰
入
す
る
べ
き
も
の
と
判
釈
し

宗
派
的
な
論
諄
を
和
謡
す
る
。
即
ち
元
暁
に
よ
る
と
、
三
乗
方
便

説
は
仏
の
教
え
の
多
様
な
説
き
方
を
意
味
す
る
と
釈
し
、
一
乗
眞

実
説
は
仏
の
覚
り
の
境
地
の
絶
対
普
遍
的
な
一
法
界
を
意
味
す
る

と
釈
し
、
大
乗
仏
教
と
い
雲
っ
教
え
に
お
い
て
は
一
味
で
あ
る
と
言

っ
て
百
家
の
異
諄
を
和
謡
し
て
い
る
。

統
衆
典
之
部
分
帰
萬
流
之
一
味
、
開
仏
意
之
至
公
、
和
百
家

③

之
異
諄
。

｜
元
暁
の
仏
教
思
想

元
暁
は
仏
の
言
教
と
は
衆
生
を
仏
智
へ
導
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、

全
て
の
教
え
は
一
乗
教
で
あ
り
、
衆
生
は
そ
の
一
乗
教
に
よ
っ
て

④

仏
智
ま
で
至
る
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
元
暁
は
こ
の
一

乗
教
に
よ
っ
て
衆
生
が
成
仏
す
る
か
ら
、
仏
の
広
大
な
方
便
説
は

如
来
蔵
教
で
あ
る
と
い
っ
て
、
諸
仏
の
理
法
は
如
来
蔵
平
等
性
で

あ
り
、
仏
法
の
義
理
は
衆
生
を
救
済
す
る
一
乗
道
精
神
で
あ
る
と

⑤

言
明
し
て
い
る
。
元
暁
は
仏
の
一
心
、
一
法
界
か
ら
見
え
る
諸
法

は
た
だ
一
心
法
で
あ
る
が
衆
生
の
多
様
な
如
来
蔵
に
従
っ
て
説

く
説
法
は
如
来
蔵
教
で
あ
る
と
釈
し
、
大
乗
仏
教
は
一
心
如
来
蔵

思
想
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
即
ち
、
元
暁
の
和
諄
思
想
は
こ
の

一
心
如
来
蔵
義
に
基
づ
い
て
宗
派
的
な
教
相
判
釈
の
論
靜
を
和
諄

す
る
教
学
で
あ
り
、
そ
の
一
心
如
来
蔵
義
を
実
現
す
る
仏
道
は
一

乗
道
行
で
あ
る
が
、
彼
以
後
の
教
判
研
究
者
達
の
詳
論
で
引
用
さ

⑥

れ
る
元
暁
の
教
判
を
見
る
と
、
元
暁
の
和
靜
思
想
が
そ
の
教
判
研

究
者
達
に
正
し
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

元
暁
の
仏
教
思
想
を
確
か
め
る
た
め
に
そ
の
引
用
を
見
る
と
次
の

よ
う
で
あ
る
。

④
海
東
新
羅
元
暁
法
師
造
此
経
疏
亦
四
教
、

一
、
三
乗
別
教
謂
如
四
諦
教
縁
起
経
等
、

二
、
三
乗
通
教
謂
如
般
若
経
深
密
経
等
、

三
、
一
乗
分
教
如
理
略
経
及
梵
網
経
等
、
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四
、
一
乗
満
教
謂
華
厳
経
普
賢
経
。
釈
此
四
別
、

⑧
然
三
乗
共
学
、
名
三
乗
教
。
於
中
未
明
法
空
、
名
別
相
教
。
説

諸
法
空
是
為
通
教
。
不
共
二
乗
、
名
一
乗
教
。
於
中
未
顕
普

法
。
名
随
分
教
。
具
明
普
法
、
名
円
満
教
。
③
然
此
大
同
天
台
、

、
、
、
、
、

但
合
別
円
、
加
一
乗
分
耳
。
自
言
且
依
乗
門
、
略
立
四
種
・
非

、
、
、
、
、
、
、

謂
此
四
遍
摂
一
切
、
故
無
有
失
。

④
は
法
蔵
李
通
玄
が
引
用
し
た
部
分
で
あ
り
、
⑧
は
澄
観
が

引
用
し
た
部
分
と
同
じ
で
あ
る
。
⑧
の
中
の
③
ま
で
は
慧
苑
が
引

用
し
た
部
分
と
同
じ
で
あ
る
。
③
の
後
の
部
分
は
、
澄
観
の
こ
と

ば
で
あ
る
。
即
ち
、
澄
観
は
元
暁
の
教
判
に
つ
い
て
自
分
の
考
え

を
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
引
用
す
る
④
と
⑧
の
中
の
澄
観
の

こ
と
ば
を
除
い
て
、
④
か
ら
③
ま
で
は
元
暁
の
『
華
厳
経
疏
』
の

あ
る
部
分
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
元
暁
の
「
華
厳
経

疏
』
の
全
文
が
現
在
に
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
に
し
て

見
る
方
法
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
法
蔵
と
李
通
玄
が
引
用
し
た
④

部
分
は
、
元
暁
の
教
判
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
法
蔵
と
李
通
玄

が
「
華
厳
経
』
を
中
心
と
す
る
教
判
論
を
主
張
す
る
た
め
に
、
元

暁
の
こ
と
ば
の
一
部
分
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
③
部
分
に
表
わ
れ
た
元
暁
の
考
え
を
伝
え

ず
に
た
だ
四
教
判
だ
け
元
暁
の
教
判
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
澄
観
や
慧
苑
も
同
じ
華
厳
教
学
僧
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
法
蔵

や
李
通
玄
よ
り
元
暁
の
教
判
の
意
を
よ
く
了
解
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
澄
観
は
元
暁
の
教
判
と
天
台
智
顎
の
教

判
と
が
類
似
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
元
暁
は
「
浬
藥
宗
要
」
で

天
台
の
教
判
を
根
本
的
に
否
定
し
て
い
る
。

随
時
天
台
智
者
問
神
人
言
、
北
立
四
宗
会
経
意
不
。
神
人
答
言

失
多
得
少
。
又
問
成
実
論
師
立
五
教
稗
仏
意
不
。
神
人
答
日
小

勝
四
宗
猶
多
過
失
。
然
天
台
智
者
禅
惠
倶
通
塞
世
所
重
、
凡
聖

難
測
、
是
知
仏
意
深
遠
無
限
、
而
欲
以
四
宗
科
於
経
旨
亦
以

五
時
限
於
仏
意
、
是
猶
以
螺
酌
海
用
管
閥
天
者
耳
。
教
迩
淺
深

⑦

略
判
如
是
。

即
ち
、
元
暁
は
教
判
と
は
仏
教
の
根
本
の
教
え
や
仏
意
で
は
な

く
、
蛇
足
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
元
暁
は
仏
意
と
教

え
と
は
衆
生
救
済
か
ら
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
言
い
、
仏
説

を
判
釈
し
分
類
す
る
こ
と
は
竹
の
孔
で
空
を
見
る
こ
と
の
よ
う
で

あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
即
ち
、
仏
の
教
え
は
仏
の
慈
悲
心
の
現
わ

れ
で
あ
り
、
仏
の
意
を
具
現
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
仏
の
教
え

を
教
判
す
る
こ
と
は
、
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

澄
観
は
元
暁
の
教
判
と
は
た
だ
「
乗
門
」
に
よ
っ
て
四
種
を
略

立
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
教
判
は
四
偏
の
四
種
で
は
な
く
、
一
切

を
摂
す
四
遍
の
意
味
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
即
ち
、
元
暁
の
教

判
は
法
蔵
や
李
通
玄
が
言
っ
た
よ
う
な
四
教
判
で
は
な
い
こ
と
を
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知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
華
厳
教
家
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
法
蔵
、

李
通
玄
よ
り
澄
観
が
元
暁
の
教
判
の
意
を
よ
く
読
ん
だ
と
い
え
る
。

新
羅
の
表
員
も
澄
観
が
読
ん
だ
元
暁
の
教
判
の
思
想
を
同
じ
く
解

釈
し
て
伝
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

、
、

普
法
義
、
第
一
釈
名
者
。
普
者
溥
也
。
謂
遍
義
普
也
。
法
自

、
、

体
義
軌
則
義
諏
畷
謂
一
切
法
相
入
相
是
。
言
相
入
者
、
元
暁

、謂
一
切
世
界
入
一
徴
塵
、
一
微
塵
入
一
切
世
界
訓
牙
幟
嘩
三
世

、
、

諸
劫
入
一
刹
那
、
一
殺
那
入
三
世
謂
劫
訓
昨
州
卿
如
説
相
是
亦

、
、
、
、
、

、
、

爾
、
謂
一
切
法
及
一
切
門
、
一
是
一
切
是
一
如
是
廣
蕩
名
為

、
⑧

普
法
。

即
ち
、
元
暁
の
教
判
は
中
国
の
諸
教
判
研
究
者
達
の
よ
う
に
特

定
の
経
典
を
中
心
と
す
る
教
判
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
元
暁
は
仏

の
教
え
に
対
し
て
価
値
の
優
劣
、
深
浅
を
言
う
こ
と
が
で
き
な
い

と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
ず
仏
教
の
根
本
精
神
や
目
的
を
洞

察
し
た
思
想
で
あ
る
と
い
え
る
。
要
す
る
に
、
元
暁
は
仏
陀
は
な

ぜ
三
乗
教
を
説
い
た
の
か
を
熟
考
し
て
教
判
の
論
諄
を
仏
陀
の
意

と
仏
教
の
根
本
目
的
へ
再
び
戻
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
元
暁
は
仏
陀

の
意
と
教
え
の
理
を
一
乗
道
精
神
と
如
来
蔵
平
等
性
で
あ
る
と
言

い
、
衆
生
は
一
乗
道
精
神
、
如
来
蔵
平
等
性
に
よ
っ
て
み
な
成
仏

す
る
と
言
う
。
即
ち
、
諸
仏
の
説
法
は
一
乗
道
精
神
の
顕
現
と
し

て
全
て
の
衆
生
を
仏
智
ま
で
導
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
の
全
て

の
説
法
は
三
乗
教
も
一
乗
教
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
仏
教
の
根
本
目
的
は
、
全
て
の
衆
生
を
救
済
す
る
た
め

の
教
え
で
あ
り
、
仏
の
全
て
の
説
法
は
衆
生
救
済
の
一
乗
教
で
あ

る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
元
暁
は
、
一
乗
教
の
普
遍
義

を
顕
わ
せ
ば
一
乗
満
教
、
ま
た
顕
わ
さ
な
け
れ
ば
一
乗
分
教
で
あ

り
、
た
だ
法
空
の
義
を
顕
わ
せ
ば
三
乗
通
教
、
ま
た
顕
わ
さ
な
け

れ
ば
三
乗
別
教
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
元
暁

は
仏
の
教
え
を
一
乗
理
の
普
法
と
法
空
の
義
と
し
て
ま
と
め
る
の

で
あ
る
。
元
暁
は
一
乗
理
を
一
乗
如
来
蔵
、
或
い
は
一
心
如
来
蔵

と
解
釈
し
、
普
法
義
を
一
乗
道
精
神
、
法
空
義
を
如
来
蔵
平
等
性

⑨

で
あ
る
と
説
明
す
る
。
要
す
る
に
、
元
暁
の
仏
教
思
想
は
普
法
義

と
法
空
義
の
一
乗
如
来
蔵
、
一
心
如
来
蔵
思
想
で
あ
る
と
い
え
る
。

元
暁
が
「
華
厳
・
普
賢
の
教
え
」
を
一
乗
満
教
と
言
う
の
は
、
華

厳
の
無
碍
法
門
は
仏
の
智
慧
（
一
乗
の
普
法
義
）
で
あ
り
、
普
賢

の
慈
悲
利
他
行
は
仏
の
如
来
蔵
教
（
仏
性
平
等
性
を
顕
わ
す
法
空

⑩

義
）
で
あ
る
と
釈
す
か
ら
で
あ
る
。
元
暁
は
普
賢
菩
薩
の
利
他

行
を
随
如
度
行
、
文
殊
菩
薩
の
向
上
門
的
修
行
を
随
事
行
、
随
識

⑪

行
で
あ
る
と
釈
し
、
仏
道
に
三
行
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
即

ち
、
元
暁
の
一
心
如
来
蔵
思
想
は
、
理
智
的
な
面
に
お
い
て
は
文

殊
菩
薩
の
無
住
無
得
の
般
若
智
慧
に
基
づ
い
て
い
る
が
実
践
的

な
面
に
お
い
て
は
普
賢
菩
薩
の
慈
悲
行
に
基
づ
く
饒
益
衆
生
の
教

ワワ
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二
元
暁
の
浄
土
思
想

⑫

元
暁
は
浄
土
思
想
を
凡
夫
為
主
の
教
学
で
あ
る
と
言
う
。
凡
夫

と
聖
人
は
本
性
的
に
は
差
別
が
な
く
、
同
じ
く
清
淨
心
を
持
っ
た

存
在
で
あ
る
が
、
凡
夫
は
、
煩
悩
の
散
乱
分
別
心
を
起
こ
し
て
本

来
清
淨
一
心
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
、
信
心
成
就
が
難
し
い
の
で

あ
る
と
言
う
。
そ
れ
故
に
諸
仏
如
来
は
如
来
願
行
の
所
成
で
あ
る

⑬

浄
土
へ
凡
夫
を
往
生
さ
せ
る
と
言
う
。
そ
し
て
凡
夫
の
往
生
浄
土

は
如
来
本
願
を
信
じ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
言
う
。
即
ち
、
如
来

を
信
じ
る
宗
教
心
（
発
菩
提
心
の
善
根
）
に
よ
っ
て
依
報
の
浄
土

へ
往
生
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
元
暁
は
往
生
因
に
対
し
て
『
観

無
量
寿
経
」
の
十
六
観
、
「
往
生
論
」
の
禮
拝
、
讃
嘆
、
作
願
、

観
察
、
廻
向
の
五
念
門
、
『
無
量
寿
経
』
の
上
、
中
、
下
輩
を
中

⑭

心
と
し
て
凡
夫
往
生
論
を
立
て
る
。
往
生
の
正
因
は
発
菩
提
心
の

善
根
で
あ
る
が
、
正
定
聚
は
随
理
発
心
で
仏
の
眞
如
法
身
を
観
ず

⑮

れ
ば
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
即
ち
、
こ
れ
は
『
金
剛

三
昧
経
論
」
で
仏
道
の
三
行
の
中
に
菩
薩
道
の
初
信
解
か
ら
等
覚

位
ま
で
の
六
相
行
観
を
臆
事
行
と
随
識
行
と
分
け
て
説
明
す
る
向

上
門
で
あ
る
。
し
か
し
元
暁
は
散
乱
分
別
心
の
凡
夫
が
現
実
的
に

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
易
行
を
中
心
と
し
て
凡
夫
の
往
生
の
道

化
行
で
あ
る
と
い
え
る
。

を
明
ら
か
に
す
る
。
『
遊
心
安
楽
道
」
の
九
品
往
生
の
配
置
を
見

る
と
、
上
品
三
位
を
十
信
菩
薩
、
中
品
三
位
を
二
乗
、
下
品
三
位

を
凡
夫
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
品
數
を

⑯

凡
夫
か
ら
始
め
る
。
五
逆
十
悪
者
の
往
生
に
対
し
て
は
、
徴
悔
す

⑰

れ
ぱ
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
釈
し
た
。
こ
の
徴
悔
の
解
釈

は
、
新
羅
の
多
く
の
浄
土
教
学
者
の
共
通
的
な
解
釈
と
し
て
新
羅

浄
土
学
の
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
元
暁
は
不
定
性
人
も
熾
悔
す
れ

ば
往
生
で
き
、
淳
浄
心
の
口
称
念
仏
を
す
れ
ば
往
生
で
き
、
『
阿

⑱

彌
陀
経
」
の
名
だ
け
を
聞
い
て
も
往
生
で
き
る
と
解
釈
し
、
不
定

性
人
の
往
生
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
凡
夫
往
生
論
で
あ
る

と
い
え
る
元
暁
の
浄
土
教
学
の
特
色
で
あ
る
。
元
暁
は
下
輩
十
念

に
お
い
て
も
不
定
性
人
の
往
生
を
顕
了
義
と
し
て
強
調
す
る
。
下

輩
の
十
念
隠
密
義
は
『
彌
勒
発
問
経
』
の
慈
等
の
十
念
義
と
し
て

初
地
菩
薩
以
上
の
所
生
の
純
浄
土
に
対
す
る
因
で
あ
り
、
顕
了
義

は
「
観
無
量
寿
経
』
の
下
下
品
の
十
念
義
と
し
て
凡
夫
所
生
の
土

に
対
す
る
因
で
あ
る
と
言
い
、
凡
夫
は
顕
了
義
に
よ
っ
て
往
生
す

⑲

る
と
言
う
。
元
暁
の
浄
土
教
は
凡
夫
為
主
の
教
学
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
元
暁
の
浄
土
教
学
の
中
に
「
観
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
註
釈

書
が
な
い
の
で
十
六
観
に
対
す
る
元
暁
の
解
釈
を
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
元
暁
の
著
述
の
中
で
禅
の
理
論
を
論
じ
て
い
る

『
金
剛
三
昧
経
論
』
と
彼
の
代
表
的
な
著
述
で
あ
る
「
大
乗
起
信

の 句

乙、



論
疏
』
を
通
じ
て
観
行
に
関
す
る
解
釈
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き

う
（
や
○

元
暁
は
「
金
剛
三
昧
経
論
』
の
要
は
、
一
味
観
行
で
あ
り
、
宗

⑳

は
十
重
法
門
で
あ
る
と
言
う
。
先
ず
元
暁
は
観
行
を
「
観
」
と

「
行
」
の
両
面
で
説
明
す
る
。
「
観
」
と
は
観
行
者
自
身
の
見
る

智
と
見
ら
れ
る
境
と
の
関
係
を
説
明
す
る
横
的
論
理
で
あ
り
、

「
行
」
と
は
観
行
者
の
修
観
の
因
果
論
、
即
ち
、
十
信
行
位
か
ら

等
覚
行
位
ま
で
の
六
行
位
を
説
明
す
る
竪
的
論
理
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。
元
暁
は
「
菩
薩
瑛
略
本
業
経
』
の
菩
薩
道
の
五
十
二
階

位
説
を
応
用
し
て
、
初
信
解
か
ら
等
覚
位
ま
で
を
因
の
階
位
、
妙

覚
を
果
の
位
で
あ
る
と
言
う
。
元
暁
は
仏
道
を
初
信
解
者
の
因
位

か
ら
仏
の
果
位
ま
で
の
観
行
論
と
し
て
解
釈
す
る
。

元
暁
は
境
を
直
俗
双
浪
、
智
を
本
覚
始
覚
で
あ
る
と
言
い
、
因

位
か
ら
果
位
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
観
行
者
は
こ
の
境
智
を

観
ず
る
と
言
う
。
元
暁
は
こ
の
境
智
の
一
味
性
を
修
観
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
観
行
者
の
煩
悩
を
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
即

ち
、
観
行
者
は
六
行
位
の
修
習
に
よ
っ
て
八
識
を
転
じ
て
九
識
へ

入
る
こ
と
が
で
き
、
諸
仏
の
よ
う
に
法
界
を
清
淨
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
釈
す
。
唯
識
宗
で
は
六
行
観
は
煩
悩
の
現
行
を
伏
す
る

三
元
暁
の
定
心
観
と
散
乱
心
観

こ
と
は
で
き
る
が
煩
悩
の
種
子
を
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説

い
て
い
る
。
し
か
し
元
暁
は
煩
悩
の
種
子
を
持
っ
て
い
る
八
識
が

転
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
の
種
子
を
断
じ
、
無
垢
清
浄
の
九
識

へ
入
っ
て
、
諸
仏
の
よ
う
に
法
界
を
清
淨
に
す
る
後
得
智
を
得
る

と
言
う
。
即
ち
元
暁
は
八
識
転
変
と
九
識
顕
現
を
衆
生
を
教
化
し

引
導
す
る
た
め
に
再
び
因
の
分
位
に
出
て
来
ら
れ
、
従
果
向
因
の

法
界
体
性
智
を
三
身
と
顕
現
す
る
仏
の
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
解

釈
し
て
い
る
。
要
す
る
に
仏
の
従
果
向
因
の
三
身
（
法
身
、
報
身
、

応
身
）
の
分
位
に
よ
っ
て
法
界
は
清
淨
す
る
し
、
法
界
の
五
法
は

そ
れ
に
よ
っ
て
過
去
も
、
現
在
も
常
に
円
満
し
て
い
る
と
言
い
、

菩
薩
の
観
行
も
従
因
向
果
の
向
上
門
と
従
果
向
因
の
下
向
門
の
不

二
門
の
実
践
道
で
あ
る
と
釈
し
て
い
る
。
元
暁
の
観
行
論
は
こ
の

よ
う
に
菩
薩
が
求
め
る
仏
智
と
法
界
を
渭
淨
に
す
る
如
来
の
清
淨

世
間
智
の
不
二
の
実
践
観
法
と
し
て
特
色
が
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
十
重
法
門
で
は
、
具
体
的
な
実
践
観
法
と
し
て
説
明
す
る
。

⑳

先
ず
元
暁
は
理
入
と
行
入
の
二
入
観
行
を
説
明
す
る
。
元
暁
は
理

入
と
は
理
に
順
じ
て
信
解
し
て
も
ま
た
證
行
を
お
こ
な
う
段
階

（
初
信
解
か
ら
十
廻
向
ま
で
の
四
位
）
の
理
観
で
あ
り
、
行
入
と

は
理
観
を
修
行
し
無
相
行
を
お
こ
な
う
段
階
（
十
地
行
位
と
等
覚

行
位
）
の
実
践
行
で
あ
る
と
言
う
。
元
暁
は
行
入
を
『
自
利
行

＠

入
」
と
「
令
他
入
行
」
の
二
行
と
し
て
説
明
す
る
。
元
暁
は
行
入
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の
二
行
と
は
人
法
空
の
證
得
行
で
あ
る
と
言
い
、
人
法
空
の
證
得

行
は
自
分
の
心
を
観
ず
る
人
空
と
衆
生
教
化
行
を
実
践
す
る
法
空

な
の
で
あ
る
と
言
う
。
元
暁
は
観
行
者
が
心
を
観
ず
る
と
き
に
空

性
の
寂
滅
を
取
ら
ず
、
衆
生
救
済
行
を
捨
て
な
い
行
こ
そ
二
空
無

我
の
證
得
行
で
あ
る
と
言
う
。
即
ち
、
元
暁
は
行
入
を
「
自
利
行

入
」
の
十
地
行
位
と
「
令
他
入
行
」
の
等
覚
行
位
と
分
け
て
説
明

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
地
行
位
の
観
心
と
等
覚
行
位
の

衆
生
教
化
行
を
二
種
の
行
入
で
あ
り
、
観
心
と
衆
生
教
化
行
の
行

入
は
地
上
菩
薩
の
観
と
行
で
あ
る
と
釈
す
の
で
あ
る
。

ま
た
、
元
暁
は
観
心
の
対
治
法
を
六
双
と
し
て
ま
と
め
、
観
心

す
る
と
き
に
は
、
心
の
能
所
を
対
治
し
、
能
所
の
平
等
性
（
空

⑳

性
）
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
す
る
。
即
ち
、
元
暁
は

心
の
能
所
の
六
双
対
治
に
よ
っ
て
八
識
を
転
変
さ
せ
六
位
心
の
煩

悩
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
す
る
。
元
暁
は
十
種
法
門
の

第
三
門
で
六
双
対
治
の
観
心
を
三
性
三
無
性
観
と
し
て
説
明
す
る
。

元
暁
は
三
諦
三
観
を
観
心
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
唯
識
の
三
性
を
知
、

三
空
聚
、
三
有
心
を
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
無
性
を
證
得
し
、

第
九
識
へ
入
る
の
で
あ
る
と
言
う
。
元
暁
は
十
重
法
門
を
こ
の
第

⑳

三
門
の
三
性
三
無
性
観
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
即
ち
、

一
行
三
昧
の
十
重
法
門
を
三
性
三
無
性
観
の
理
観
の
頓
悟
観
門
と

ま
と
め
る
の
で
あ
る
。
第
三
門
は
三
仏
身
へ
帰
依
し
て
、
三
仏
身

は
本
来
的
に
無
自
性
空
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
心
の
三
有
心
を

減
す
る
観
心
法
で
あ
る
。
元
暁
は
こ
れ
を
随
識
行
の
修
行
で
あ
る

と
言
う
。
元
暁
は
観
行
の
次
第
を
随
事
行
、
随
識
行
、
随
如
度
行

⑳

の
三
つ
で
あ
る
と
言
い
、
観
行
者
は
こ
の
三
行
の
修
習
次
第
を
実

践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
、
そ
し
て
元
暁
は
第
三
門
の
観

心
法
を
一
心
三
観
の
随
識
行
で
あ
る
と
言
う
。
一
心
は
一
心
眞
如

を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
三
観
と
は
三
慧
観
に
よ
る
三
解
脱
を
示
す

こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
元
暁
は
一
、
心
三
慧
観
を
眞
如
門
に
よ
っ
て

は
一
心
の
眞
如
を
悟
る
こ
と
で
あ
り
、
生
滅
門
に
よ
っ
て
は
煩
悩

⑳

心
を
対
治
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
語
っ
。
即
ち
、
元
暁
は
方
便
観
と

は
初
地
に
入
る
前
に
散
乱
心
中
で
止
観
を
修
習
す
る
四
位
（
十
信

位
か
ら
十
廻
向
位
ま
で
）
の
観
法
で
あ
る
と
言
い
、
方
便
観
は
観

行
者
の
根
機
や
業
報
の
差
別
に
随
っ
て
行
う
方
便
道
で
あ
る
と
言

う
。
し
か
し
正
観
は
初
地
菩
薩
が
一
時
に
一
心
の
眞
如
を
頓
悟
す

⑰

る
理
観
で
あ
る
と
言
う
。
要
す
る
に
、
元
暁
は
方
便
観
は
生
滅
門

の
心
相
を
観
じ
て
煩
悩
を
対
治
す
る
漸
悟
観
で
あ
り
、
正
観
は
心

性
の
眞
如
を
観
じ
て
中
道
第
一
義
諦
を
證
得
す
る
頓
悟
観
で
あ
る

⑳

と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
元
暁
は
方
便
観
を
「
遣
俗
観
眞
」
の

二
諦
平
等
観
で
あ
り
、
正
観
を
「
融
眞
観
俗
」
の
中
道
第
一
義
諦

観
で
あ
り
、
方
便
観
は
正
体
智
の
方
便
、
正
観
は
後
得
智
方
便
で

⑳

あ
る
と
釈
す
の
で
あ
る
。
元
暁
の
観
行
論
を
華
厳
教
学
で
い
え
ば
、

、『ー
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元
暁
は
仏
道
の
随
如
度
行
を
如
来
の
光
明
と
釈
し
て
説
明
す
る
。

元
暁
は
「
華
厳
経
疏
』
で
仏
の
悟
り
の
体
と
用
を
観
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
諸
仏
の
よ
う
に
衆
生
教
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
語
っ
。

元
暁
は
仏
の
悟
り
の
体
と
用
を
観
ず
る
如
来
光
明
眞
身
観
法
を
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。
諸
仏
如
来
の
覚
の
光
明
は
衆
生
の
煩
悩
を

除
滅
せ
し
め
、
如
来
法
身
を
遍
く
広
め
て
法
界
を
清
淨
に
す
る
こ

⑳

と
で
あ
る
。
こ
の
道
理
に
よ
っ
て
無
始
以
来
か
ら
諸
法
は
円
満
で

あ
り
、
如
来
の
仏
法
は
常
住
で
あ
る
。
観
行
者
は
こ
の
よ
う
な
理

法
を
證
得
し
、
不
顛
倒
の
悟
り
、
無
分
別
智
を
清
浄
世
間
智
と
変

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
す
る
。
即
ち
、
元
暁
は
随
如
度

行
を
後
得
智
の
浄
法
界
等
流
と
し
て
説
明
す
る
。
琉
伽
唯
識
に
お

い
て
は
清
浄
世
間
智
が
無
分
別
智
と
な
ら
び
は
た
ら
く
無
住
虎
浬

藥
の
実
践
を
内
容
と
す
る
が
、
元
暁
は
無
分
別
智
（
法
身
）
が
清

淨
世
間
智
（
報
身
、
受
用
身
）
に
な
っ
て
応
化
身
の
説
法
す
る
形

妄
尽
還
源
観
と
事
事
無
擬
法
界
観
で
あ
る
と
い
え
る
。
妄
尽
還
源

観
は
ど
こ
ま
で
も
仏
の
悟
り
の
世
界
に
向
か
う
た
め
の
観
で
あ
り
、

そ
の
究
極
に
達
し
て
か
ら
事
事
無
擬
法
界
の
世
界
が
開
け
て
く
る

行
で
あ
る
。
即
ち
、
元
暁
の
観
行
論
は
、
菩
薩
道
の
実
践
と
仏
の

大
悲
の
衆
生
教
化
の
不
二
の
教
え
で
あ
る
。

四
元
暁
の
如
来
光
明
眞
身
観

を
光
明
と
表
現
し
て
い
る
。
即
ち
、
仏
の
応
化
身
の
説
法
に
よ
っ

て
わ
れ
わ
れ
が
法
身
、
眞
如
の
仏
の
世
界
へ
入
ら
し
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
元
暁
は
仏
の
自
内
證
智
の
こ
の
よ
う

な
顕
現
を
光
明
と
言
い
、
光
（
悟
り
）
と
明
（
顕
現
）
を
一
つ
の

働
き
と
し
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
元
暁
は
仏
智
と
は
本

来
的
に
法
を
享
受
す
る
内
明
と
清
淨
世
間
の
外
朗
の
両
面
に
持
つ

⑪

て
お
り
、
ま
た
仏
と
は
そ
の
法
界
が
浄
化
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
法
界
が
自
己
顕
現
せ
る
姿
で
あ
る
か
ら
、
諸
菩
薩
は
如
来
光
明

眞
身
観
を
観
じ
て
、
そ
の
仏
智
と
仏
界
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
う
。
元
暁
は
そ
れ
を
諸
仏
如
来
の
意
、
智
、
業
の
無
礒

⑫

門
で
あ
り
、
法
界
を
清
淨
に
す
る
浄
土
門
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し

て
元
暁
は
「
無
量
寿
経
宗
要
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

華
厳
経
云
如
来
正
覚
成
菩
提
時
、
得
一
切
衆
生
等
身
、
得
一
切

法
等
身
乃
至
、
得
一
切
行
界
等
、
得
寂
靜
浬
藥
界
等
身
、
佛
子

随
如
来
所
得
身
、
當
知
音
聲
及
無
砿
心
亦
復
如
是
、
如
来
具
足

⑬

如
是
三
種
清
淨
無
量
。

そ
れ
故
に
元
暁
は
、
衆
生
は
如
来
の
三
仏
身
の
徳
の
光
明
に
よ

っ
て
自
ら
無
擬
心
行
を
す
る
と
言
う
し
、
観
行
者
は
一
心
に
如
来

光
明
眞
身
を
観
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
、
一
心
に
法
身
、

⑭

報
身
、
応
身
を
修
観
す
る
こ
と
が
浄
土
の
体
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
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元
暁
は
随
識
行
で
は
観
心
の
対
治
法
を
六
双
と
し
て
説
明
し
た

が
、
随
如
度
行
に
お
い
て
も
観
行
者
は
自
分
の
無
住
無
得
智
を
衆

生
教
化
行
の
智
と
転
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
、
随
如
度

行
の
六
双
修
を
説
明
す
る
。
随
如
度
行
の
六
双
修
は
仏
の
功
徳
を

明
ら
か
に
し
、
饒
益
衆
生
の
法
門
を
開
く
段
階
の
清
淨
世
間
智
の

法
行
で
あ
る
。
元
暁
は
如
来
光
明
眞
身
観
の
六
双
修
を
次
の
よ
う

に
言
っ
て
い
る
。

一
者
問
佛
見
佛
為
双
、
二
者
能
説
能
化
為
双
、
三
者
間
仏
音
見

仏
身
以
為
双
、
四
者
著
有
無
著
聞
以
為
双
、
五
者
下
嚥
上
法
、

六
者
外
警
内
法
。
此
後
雨
双
依
此
量
門
、
證
成
仏
身
周
遍
之
義
、

上
来
十
重
光
明
遍
照
、
顕
佛
色
身
無
所
不
遍
、
下
重
説
偶
讃
仏

⑮

功
徳
、
明
佛
内
徳
亦
無
不
周
。

元
暁
は
、
如
来
光
明
眞
身
観
と
は
観
行
者
が
六
双
修
に
よ
っ
て

自
ら
仏
色
身
を
明
ら
か
に
顕
現
し
、
本
当
の
仏
徳
、
ま
こ
と
と
い

う
も
の
が
現
わ
れ
る
姿
を
観
ず
る
観
法
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

元
暁
の
浄
土
教
学
に
関
連
し
て
、
如
来
光
明
眞
身
観
の
六
双
修
を

見
る
と
、
第
三
の
聞
仏
音
見
仏
身
の
双
修
は
、
称
名
念
仏
と
十
六

観
の
修
習
観
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
観
無
量
寿
経
」
の
十
六
観
は
、

第
一
観
か
ら
一
つ
一
つ
に
修
観
し
最
終
的
に
三
尊
仏
身
観
（
第
九
、

第
十
、
第
十
一
観
の
阿
彌
陀
仏
、
観
世
音
菩
薩
、
大
勢
至
菩
薩
）

を
修
観
し
、
第
十
二
普
想
観
で
修
観
行
を
完
成
す
る
観
法
で
あ
る
。

十
六
観
は
初
め
に
事
相
観
か
ら
一
つ
一
つ
に
修
観
し
、
最
終
的
に

三
仏
身
観
の
理
観
を
修
習
し
、
第
十
二
普
想
観
で
如
来
光
明
眞
身

観
を
完
成
す
る
観
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
即
ち
、
元
暁
は
そ
の
三

段
階
の
修
習
次
第
観
を
「
金
剛
三
昧
経
論
」
『
起
信
論
疏
』
、
『
華

厳
経
疏
』
、
『
無
量
寿
経
宗
要
』
に
一
貫
し
て
随
事
行
・
随
識
行
・

随
如
度
行
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
元
暁
は
、
事

観
を
随
事
行
の
方
便
観
、
理
観
を
随
識
行
の
正
観
（
三
仏
身
観
、

三
性
三
無
性
観
）
、
眞
身
観
を
随
如
度
行
の
如
来
光
明
眞
身
観
と

し
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
暁
は
彼
の
多
く
の
著
書
の
な
か
で
「
金
光
明
経
』
を
金
鼓
経

⑯

と
呼
ん
で
い
る
。
元
暁
は
な
ぜ
金
鼓
経
と
呼
ん
で
い
る
か
、
そ
の

理
由
を
探
ぐ
る
た
め
に
、
元
暁
が
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
『
合
部

⑳

金
光
明
経
』
を
見
る
と
、
こ
の
経
は
大
乗
経
典
の
中
で
三
身
説
を

最
も
体
系
的
に
説
い
て
い
る
。
こ
の
経
は
第
二
如
来
寿
量
品
、
第

三
三
身
分
別
品
、
第
四
織
悔
品
を
中
心
に
編
成
さ
れ
て
い
る
し
、

信
相
菩
薩
と
い
う
大
乗
菩
薩
を
通
じ
て
大
乗
行
を
説
明
し
て
い
る
。

第
二
如
来
寿
量
品
は
、
仏
陀
と
は
歴
史
上
の
釈
尊
の
み
を
意
味
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
仏
身
は
通
常
人
の
身
体
を
超
え
る
円
満
さ
や

清
淨
さ
（
三
十
二
相
、
八
十
種
好
）
と
す
ぐ
れ
た
能
力
（
十
力
、
四

五
『
金
光
明
経
』
の
三
身
説

n 句
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無
所
畏
）
と
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
教
え
に

よ
っ
て
信
相
菩
薩
は
佛
身
の
無
漏
、
無
量
の
寿
命
を
知
る
内
容
で

あ
る
。
第
三
三
身
分
別
品
は
、
佛
身
の
奥
底
に
佛
を
し
て
佛
た
ら

し
め
る
根
檬
と
し
て
の
理
と
目
に
見
え
な
い
理
仏
を
教
え
て
、
仏

身
に
は
法
身
、
応
身
、
化
身
の
三
身
が
あ
る
と
説
明
す
る
内
容
で

あ
る
。
第
四
熾
悔
品
は
、
初
地
菩
薩
に
な
っ
た
信
相
菩
薩
が
俄
悔

念
仏
行
を
誓
願
、
実
践
す
る
内
容
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
品
は
初

信
解
す
る
信
相
菩
薩
が
初
地
へ
入
っ
て
大
乗
行
を
実
践
す
る
内
容

で
あ
る
。
第
二
如
来
寿
量
品
は
初
地
へ
入
る
前
の
段
階
の
随
事
行

の
修
習
次
第
の
内
容
で
あ
り
、
第
三
三
身
分
別
品
は
初
地
へ
入
る

た
め
の
理
入
の
段
階
と
し
て
理
観
を
観
ず
る
随
識
行
（
三
性
三
無

性
観
と
三
身
分
別
観
）
の
内
容
で
あ
る
が
、
第
四
熾
悔
品
は
如
来
光

明
眞
身
観
を
修
習
す
る
随
如
度
行
の
内
容
で
あ
る
。
要
す
る
に

「
金
光
明
経
」
は
元
暁
の
観
行
論
を
具
体
的
に
説
明
し
て
く
れ
る

経
典
で
あ
る
と
い
え
る
。
元
暁
の
「
金
剛
三
昧
経
論
」
の
十
重
法

門
の
第
三
門
の
三
身
説
と
、
こ
の
「
金
光
明
経
」
の
三
身
説
と
を

関
連
さ
せ
て
考
察
す
る
と
、
『
金
光
明
経
」
の
三
身
分
別
品
で
は

三
性
三
無
性
観
と
三
身
分
別
観
を
説
い
て
い
る
が
、
元
暁
は
「
金

剛
三
昧
経
論
』
の
第
三
門
で
観
心
の
三
仏
身
観
と
三
性
三
無
性
観

を
説
い
て
い
る
。
ま
た
「
金
光
明
経
』
に
は
如
来
光
明
眞
身
観
を

第
四
徴
悔
品
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
元
暁
は
『
華
厳
経
疏
』
で
如

来
光
明
眞
身
観
の
六
双
修
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
要
す
る
に
元

暁
の
観
行
論
は
『
金
光
明
経
」
の
信
相
菩
薩
の
修
習
の
次
第
を
通

じ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑬

「
金
光
明
経
」
で
は
、
法
身
の
般
若
は
応
身
と
化
身
の
根
本
で

あ
る
が
、
人
間
の
上
に
顕
現
し
よ
う
と
す
る
応
身
と
化
身
に
よ
っ

て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
即
ち
、
仏
教
と
い
う
の
は
、

化
身
と
応
身
に
よ
っ
て
法
界
が
浄
化
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏

教
の
本
当
の
ま
こ
と
と
い
う
も
の
が
法
身
と
し
て
顕
現
す
る
と
釈

す
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
仏
菩
薩
の
悟
り
、
法
界
で
あ
る
と
言

う
の
で
あ
る
。
『
金
光
明
経
」
で
は
ま
た
三
身
分
別
説
に
基
く
三

性
三
無
性
観
を
説
明
す
る
。
即
ち
、
凡
夫
は
三
仏
身
を
観
ず
る
と

き
に
、
思
惟
分
別
相
、
依
他
起
相
、
成
就
相
を
能
解
、
能
滅
、
能

浄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
化
身
、
応
身
、
法
身
の
三
分
別
相
を
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
そ
の
よ
う
な
観
法
は
三
仏
身
観
と
三

性
三
無
性
観
で
あ
る
と
い
え
る
。
要
す
る
に
「
金
光
明
経
」
の
序

品
、
如
来
寿
量
品
、
三
身
分
別
品
、
熾
悔
品
の
内
容
は
、
元
暁
が

『
金
剛
三
昧
経
論
」
な
ど
の
著
書
で
一
貫
し
て
主
張
し
た
観
行
論

で
あ
る
と
い
え
る
。
「
金
剛
三
昧
経
論
』
で
は
一
応
三
慧
観
と
三

佛
性
の
観
心
を
言
っ
て
い
る
が
、
『
金
光
明
経
」
は
三
仏
身
観
と

唯
識
の
三
性
三
無
性
観
を
説
い
て
い
る
。
即
ち
、
両
書
の
観
法
は

殆
ど
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。
要
す
る
に
、
元
暁
は
「
金
光
明
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六
『
金
光
明
経
』
の
金
鼓
繊
悔
念
仏
行

元
暁
は
「
金
光
明
経
」
の
金
鼓
徴
悔
念
仏
行
を
諸
仏
の
衆
生
教

化
の
極
果
で
あ
る
と
評
価
し
た
と
い
え
る
。
元
暁
は
仏
教
の
本
当

の
ま
こ
と
と
い
う
も
の
と
は
、
化
身
と
応
身
に
よ
っ
て
法
界
が
浄

化
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
『
金
光
明
経
」
の
繊
悔
品
は
、
初
地
に
入
っ
た
信
相
菩
薩
が

聖
者
と
し
て
、
育
て
保
つ
仏
智
と
共
に
遍
く
衆
生
を
ま
も
り
育
て

る
行
入
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
品
で
は
、
信
相
菩
薩
は
夢
で
金
鼓

と
象
徴
さ
れ
た
仏
性
を
見
、
聖
者
と
な
っ
て
自
分
の
仏
智
を
育
て

保
つ
こ
と
を
歓
喜
す
る
し
、
ま
た
同
時
に
そ
の
仏
智
を
普
く
衆
生

へ
伝
え
る
た
め
に
金
鼓
俄
悔
念
仏
行
を
誓
願
し
て
い
る
。
初
地
菩

薩
の
信
相
菩
薩
は
、
金
鼓
の
光
り
の
中
で
諸
佛
を
見
る
と
同
時
に

婆
羅
門
の
よ
う
な
一
人
が
金
鼓
を
鑿
し
な
が
ら
熾
悔
念
仏
行
を
す

経
」
の
こ
の
観
行
を
自
分
が
一
貫
し
て
主
張
し
た
観
行
論
と
一
致

し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

可
略
而
言
、
開
二
門
於
一
心
。
總
括
摩
羅
百
八
之
廣
諾
。
示
性

淨
於
相
染
。
普
綜
瞼
闇
十
五
之
幽
致
。
至
如
鵲
林
一
味
之
宗
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

鶯
山
無
二
之
趣
。
金
鼓
同
性
三
身
之
極
果
。
華
厳
瑛
略
四
段
之

深
因
。
大
品
大
集
廣
蕩
之
至
道
。
日
藏
月
藏
微
密
之
玄
門
。
凡

⑲

此
等
輩
中
衆
典
之
肝
心
。
一
以
貫
之
者
其
唯
此
論
乎
。

る
夢
を
見
る
。
ま
た
信
相
菩
薩
は
そ
の
婆
羅
門
の
念
仏
の
声
で
目

ざ
め
、
自
ら
そ
の
金
鼓
熾
悔
念
仏
行
を
誓
願
し
て
い
る
。
こ
の
経

の
空
品
、
功
徳
天
品
、
善
集
品
に
も
信
相
菩
薩
は
こ
の
金
鼓
俄
悔

念
仏
行
を
誓
願
す
る
。
即
ち
、
こ
の
経
は
こ
の
金
鼓
俄
悔
念
仏
行

を
く
り
か
え
し
て
強
調
し
て
い
る
。
元
暁
は
初
地
菩
薩
の
行
入
を

一
乗
人
の
教
化
菩
薩
行
、
如
来
禅
行
の
一
行
三
昧
で
あ
る
と
言
い
、

一
乗
教
行
は
三
界
へ
入
っ
て
も
證
得
智
を
取
ら
ず
、
世
俗
心
を
起

し
て
も
染
ら
ず
、
衆
生
を
教
化
し
て
も
退
屈
せ
ず
大
乗
菩
薩
行
で

⑳

あ
る
と
言
う
。
元
暁
は
ま
た
如
来
禅
行
者
は
如
来
眞
身
の
光
明
の

よ
う
に
衆
生
の
た
め
に
応
身
、
化
身
と
し
て
法
界
を
清
淨
し
な
け

⑪

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
言
い
、
如
来
の
眞
身
は
教
化
菩
薩
と
顕
現
す
る

べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
要
す
る
に
、
元
暁
は
金
鼓
織
悔
念
仏
行
を

如
来
の
眞
身
の
顕
現
と
し
て
評
価
し
経
名
を
金
鼓
経
と
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

金
鼓
経
説
三
十
二
相
八
十
種
好
等
相
名
為
応
身
、
随
六
道

⑫

相
所
現
之
身
、
名
為
化
身
。

こ
の
経
の
信
相
菩
薩
が
無
心
定
中
に
婆
羅
門
の
俄
悔
念
仏
や
金

鼓
の
音
で
目
ざ
め
た
こ
と
は
、
三
仏
身
観
を
観
じ
る
と
こ
ろ
三
仏

性
の
空
性
を
悟
っ
て
、
そ
の
仏
性
を
人
格
化
し
て
自
心
中
に
見
た

こ
と
で
あ
る
。
元
暁
は
こ
の
よ
う
な
修
観
心
の
変
化
過
程
を
次
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
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數
數
思
惟
如
是
夢
権
、
漸
漸
修
得
如
夢
三
昧⑬

由
此
三
昧
得
無
生
忍
従
於
長
夢
諮
然
而
覚
。

元
暁
が
言
う
よ
う
に
、
信
相
菩
薩
は
如
夢
三
昧
の
無
心
定
中
に

金
鼓
と
象
徴
さ
れ
た
如
来
光
明
眞
身
を
見
た
の
で
あ
る
。
信
相
菩

薩
は
諸
仏
同
体
の
法
身
、
諸
仏
同
意
の
応
身
、
諸
仏
同
事
の
化
身

が
そ
れ
ぞ
れ
三
体
の
意
味
で
は
な
く
、
一
体
の
如
来
光
明
眞
身
が

諸
法
の
実
相
で
あ
る
こ
と
を
覚
っ
た
の
で
あ
る
。
如
来
の
光
明
に

諸
仏
の
同
体
、
同
意
、
同
事
が
顕
現
す
る
の
を
覚
る
信
相
菩
薩
は

自
ら
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
法
如
如
如
如

智
の
如
来
智
の
一
乗
行
で
あ
る
。
元
暁
は
こ
れ
を
観
行
者
の
自
性

身
か
ら
受
用
身
、
受
用
身
か
ら
変
化
身
へ
の
変
化
の
一
体
化
の
過

＠

程
で
あ
る
と
言
う
。
即
ち
、
こ
れ
は
菩
薩
の
願
行
と
そ
の
果
（
法

を
享
受
す
る
こ
と
と
渭
淨
国
土
行
）
で
あ
る
。
浄
土
教
学
的
に
言
え

ば
、
往
相
と
還
相
の
プ
ロ
セ
ス
に
当
た
る
。
即
ち
、
大
乗
一
心
の

自
利
利
他
行
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
信
相
菩
薩
の
金
鼓
熾
悔
念
仏

行
は
、
自
性
法
身
を
受
用
し
変
化
し
て
成
就
す
る
自
己
同
一
性

（
正
体
性
己
の
貝
ご
）
の
顕
現
、
一
体
化
で
あ
り
、
そ
の
一
体
化
の

顕
現
を
衆
生
教
化
の
念
仏
行
の
な
か
か
ら
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

元
暁
は
「
華
厳
経
疏
」
で
如
来
光
明
眞
身
観
を
如
実
に
観
じ
て

無
所
有
の
法
理
を
覚
っ
た
後
に
、
自
ら
如
来
心
の
無
住
無
得
智
を

衆
生
の
た
め
に
転
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
、
六
双
修

の
無
障
碍
門
を
説
明
し
た
こ
と
と
、
元
暁
が
自
ら
無
碍
歌
舞
念
仏

行
の
仏
事
を
し
た
こ
と
は
、
元
暁
の
自
利
利
他
の
教
行
の
両
面
を

示
す
の
で
あ
る
。
元
暁
の
無
碍
歌
舞
念
仏
行
と
信
相
菩
薩
の
金
鼓

熾
悔
念
仏
行
は
、
仏
と
い
う
聖
の
受
用
で
あ
り
、
自
ら
仏
と
い
う

聖
の
具
現
化
の
仏
事
行
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
え
る
。
諸
仏
の

仏
事
は
衆
生
の
根
機
に
従
っ
て
衆
生
界
に
相
応
す
る
婆
羅
門
の
姿
、

踊
り
、
金
鼓
（
鉦
）
、
徴
悔
偏
頌
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

衆
生
は
そ
の
よ
う
な
如
来
蔵
教
と
如
来
行
を
通
じ
て
仏
意
を
知
り
、

仏
と
と
も
に
同
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

元
暁
は
信
相
菩
薩
の
金
鼓
熾
悔
念
仏
行
の
仏
事
を
高
く
評
価
し
、

強
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
「
金
光
明
経
』
を
金
鼓
経

と
呼
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
元
暁
が
厳
荘
へ
教
え
た
と
い

う
鐸
観
法
は
、
往
生
浄
土
説
話
に
出
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
金

剛
三
昧
経
論
』
、
『
華
厳
経
疏
』
に
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
向
上

門
の
観
法
（
随
事
行
と
随
識
行
）
で
あ
り
、
金
鼓
熾
悔
念
仏
の
よ

う
に
、
衆
生
の
根
機
に
合
う
金
鼓
（
鉦
・
ど
ら
）
や
無
碍
歌
舞
を

と
も
に
演
出
す
る
随
如
度
行
の
念
仏
行
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
即
ち
、
鐸
観
法
は
「
華
厳
経
疏
』
の
六
双
修
の
中
に
第
三

の
聞
佛
音
と
見
仏
身
の
双
修
観
法
で
あ
る
。
ま
た
元
暁
が
無
碍
歌

舞
念
仏
行
の
仏
事
を
し
た
こ
と
は
、
『
金
光
明
経
」
を
い
つ
も
金

鼓
経
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
こ
の
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経
の
信
相
菩
薩
が
自
身
の
自
性
法
身
の
受
用
、
変
化
と
し
て
金
鼓

熾
悔
念
仏
行
の
仏
事
を
す
る
よ
う
に
、
元
暁
も
自
身
の
宗
教
的
修

行
の
完
成
を
自
利
利
他
の
仏
心
行
で
あ
る
金
鼓
俄
悔
念
仏
の
無
碍

歌
舞
念
仏
行
と
し
て
顕
現
し
た
と
い
え
る
。

結
論

元
暁
が
『
金
光
明
経
」
を
金
鼓
経
と
呼
ん
だ
こ
と
は
、
こ
の
経

の
三
性
三
無
性
観
を
感
ず
る
唯
識
観
と
金
鼓
熾
悔
念
仏
行
の
実
相

般
若
観
の
中
で
、
実
相
般
若
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

一
心
の
三
般
若
菩
提
は
、
三
性
三
無
性
観
の
実
践
観
行
を
通
じ
て

般
若
菩
提
の
究
極
、
即
ち
、
空
性
を
證
得
す
る
の
で
あ
る
が
実

相
般
若
は
衆
生
済
度
の
自
利
利
他
行
と
し
て
佛
の
聖
な
る
こ
と
を

顕
わ
し
示
し
て
見
せ
る
か
ら
、
宗
教
と
し
て
の
仏
道
を
開
く
こ
と

は
、
こ
の
実
相
般
若
で
あ
る
と
い
え
る
。
即
ち
、
仏
教
の
ま
こ
と

と
い
う
も
の
が
わ
れ
わ
れ
人
間
の
上
に
現
わ
れ
る
か
ら
、
元
暁
は

実
相
般
若
を
重
要
視
し
た
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
元
暁

は
無
碍
歌
舞
念
仏
行
と
し
て
仏
の
ま
こ
と
と
い
う
も
の
を
顕
わ
し

示
し
て
見
せ
た
と
い
え
る
。
元
暁
が
厳
荘
へ
教
え
た
鍔
観
法
は
こ

の
よ
う
な
実
相
般
若
の
世
界
へ
入
ら
し
め
ら
れ
る
教
え
で
あ
る
。

「
三
国
遣
事
」
で
厳
荘
が
織
悔
し
な
が
ら
鐸
観
法
を
修
習
し
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
厳
荘
は
散
乱
心
中
に
口
称
念
仏
を
し
な

が
ら
三
身
観
を
観
じ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の

こ
と
を
逆
に
い
え
ば
、
元
暁
の
六
双
修
の
中
の
第
三
聞
仏
音
と
見

仏
身
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
鍔
観
法
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

今
ま
で
伝
説
と
さ
れ
て
き
た
元
暁
の
無
碍
歌
舞
念
仏
行
と
鐸
観

法
は
実
際
に
元
暁
が
教
学
的
に
完
成
し
自
ら
顕
現
す
る
仏
事
で
あ

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
即
ち
、
元
暁
の
無
碍
歌
舞
念
仏

行
は
、
金
鼓
徴
悔
偶
頌
念
仏
行
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
仏
事
の

道
具
は
瓠
壺
よ
り
金
鼓
（
鉦
、
ど
ら
）
で
あ
り
、
念
仏
の
偶
頌
は

金
鼓
熾
悔
偶
頌
で
あ
り
、
無
碍
舞
は
『
揮
双
袖
所
以
断
二
障
、
三

⑮

與
足
所
以
越
三
界
』
の
よ
う
な
舞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
三
国
遺
事
」
の
広
徳
厳
荘
の
往
生
説
話
を
再
び
検
討
す
る
と
、

広
徳
は
正
定
聚
で
あ
る
か
ら
「
観
無
量
寿
経
』
の
十
六
観
を
定
心

に
念
仏
し
な
が
ら
修
観
し
た
。
そ
し
て
第
十
二
普
想
観
で
浄
土
へ

往
生
し
た
と
い
え
る
が
厳
荘
は
不
正
定
聚
で
あ
る
か
ら
、
元
暁

は
散
乱
心
で
も
観
ず
る
こ
と
が
で
き
る
方
便
観
と
顕
了
義
十
念
の

口
称
念
仏
を
教
え
、
彼
を
浄
土
へ
往
生
さ
せ
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
散
乱
心
中
で
も
観
ず
る
こ
と
が
で
き
る
方
便
観
と
顕
了
義

十
念
の
口
称
念
仏
は
元
暁
が
衆
生
教
化
を
す
る
と
き
に
し
た
と

い
わ
れ
る
無
碍
歌
舞
念
仏
で
あ
る
と
い
え
る
。
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二
七
、
ｂ

⑮
元
暁
“
「
華
厳
経
疏
』
大
正
鋸
、
二
三
六
、
ａ

⑯
元
暁
』
「
起
信
論
疏
』
大
正
“
、
二
○
二
、
ｂ

⑰
「
金
光
明
経
』
は
現
在
三
巻
（
漢
文
異
訳
本
と
西
藏
本
）
が
あ
る
。

こ
の
経
の
梵
文
断
簡
が
中
央
ア
ジ
ア
に
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
に
よ
る
と
、
そ
の
梵
文
名
は
、
皆
ぐ
四
目
名
園
厚
剖
○
冨
冒
煙
、
即
ち
、

金
光
明
最
勝
で
あ
る
。
一
般
的
に
こ
の
経
は

２
ぐ
ゆ
目
名
目
穿
餅
○
号
日
四
（
金
光
明
）
と
通
称
き
れ
て
い
る
。
こ
の

qワ
リ“



経
の
最
初
の
漢
訳
は
曇
無
識
に
よ
っ
て
五
世
紀
初
葉
に
完
成
さ
れ
た

四
巻
本
金
光
明
経
で
あ
る
。
新
訳
は
七
世
紀
、
義
淨
が
訳
し
た
『
金

光
明
最
勝
王
経
十
巻
』
で
あ
る
。
即
ち
、
漢
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
号
＆
＄
「
金
光
明
経
』
諦
曇
無
識
（
三
八
五
～
四
三
三

年
）
訳

②
ｚ
ｏ
ふ
鷺
．
『
合
部
金
光
明
経
』
”
曇
無
識
（
三
八
五
～
五
三

三
年
）
訳

③
号
、
９
画
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
蝿
義
浄
（
六
三
五
～
七
一

三
年
）
訳

即
ち
、
元
暁
が
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
本
は
、
元
暁
の
生
存
年
代

（
六
一
七
’
六
八
九
年
）
を
参
考
し
て
見
る
と
、
ｚ
ｏ
ひ
段
で
あ
る

と
い
蚤
え
る
Ｏ

⑱
三
雲
無
識
訳
》
『
合
部
金
光
明
経
』
大
正
恥
、
三
六
二

⑲
元
暁
”
「
起
信
論
疏
」
大
正
“
、
二
○
二
、
ｂ
一
○
～
一
六
項

⑳
元
暁
即
『
金
剛
三
昧
経
論
』
大
正
製
、
九
八
八
～
九
八
九
、
ａ

⑨
元
暁
坤
『
華
厳
経
疏
」
大
正
蹄
、
二
三
五
、
ｂ
と
『
起
信
論
匝

大
正
“
、
二
○
三
、
Ｃ
、
一
三
～
一
九
項

⑫
元
暁
》
『
起
信
論
疏
』
大
正
“
、
二
一
八
、
Ｃ
～
二
一
九
、
ａ

⑬
元
暁
卵
「
無
量
寿
経
宗
要
』
大
正
師
、
一
二
六
、
Ｃ

⑭
元
暁
”
『
大
乗
六
情
俄
悔
」
一
巻
、
大
正
妬
、
九
二
、
ｂ

⑮
李
仁
老
”
『
破
閑
集
』
巻
下
、
（
朝
鮮
古
書
解
題
）
四
八
頁

QQ
JJ


